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　大坂（大阪）は古くから日本の政治的中心地と諸
外国との窓口に位置し、豊臣秀吉などの天下人や
豪商たちが「事・物」の集積を担ってきました。そして
近現代になると、財界人が多様な“数寄”の道に足を
踏み入れ、美術コレクションが形成されました。一方
で、自らの収集品を市民共有の文化遺産と考え、次代
への継承を意識するコレクターたちも登場しました。
その受け皿となったのが、国公立の美術館・博物館
であり、コレクターを母体とした私立の美術館・博物館
でした。国公立の美術館・博物館は、市民の情操の
向上や学術の発展に寄与するために、コレクションの
寄贈を受けたり廉価に譲渡いただきながら展覧会活
動を充実させてきました。
　本展では、大阪市の美術館、博物館が所蔵する
主要な美術コレクションについて、その収集の軌跡を
コレクターたちのまなざしとともに振り返ろうとするもの
です。それぞれのコレクションを育んだ大阪という都市
や関西という地場の感性を浮き彫りにし、大都市の
欠かせない施設としてのミュージアムとコレクションの
関係を、およそ１６０件の名品を通して再考します。
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展示構成
中国美術・韓国美術への
あこがれ第１章

日本美術の豊饒第2章
私立美術館に開花した
コレクション第3章

大阪近代美術の諸相第4章

●記念講演会 「ミュージアムとコレクション」
　・日時　　11月9日（土）13:30～15:00
　・講師　　蓑豊氏（兵庫県立美術館館長・大阪市立美術館名誉館長）

●美術講座
　・日時　　11月2日（土）13:30～15:00
　・テーマ　「商業都市大阪の美術コレクション」
　・講師　　菅谷富夫氏（大阪新美術館建設準備室研究主幹）

　・日時　　11月10日（日）13:30～15:00　　　　　　　　　　　　　　
　・テーマ　「大阪歴史博物館のコレクションが語る歴史の世界」
　・講師　　大澤研一氏（大阪歴史博物館企画広報課長）

　・日時　　11月17日（日）13:30～15:00
　・テーマ　「東洋陶磁美術館が誇る東アジアのやきもの」
　・講師　　鄭銀珍氏（大阪市立東洋陶磁美術館学芸員）

　・日時　　11月23日（土・祝）13:30～15:00
　・テーマ　「コレクションのなりたちと大阪市立美術館の移り変わり」
　・講師　　守屋雅史（大阪市立美術館学芸課長）

　・日時　　11月24日（日）13:30～15:00
　・テーマ　「山根徳太郎先生と難波宮」
　・講師　　長山雅一氏（大阪文化財研究所所長）

　・日時　　11月30日（土）13:30～15:00
　・テーマ　「大阪城天守閣所蔵コレクションのなりたち」
　・講師　　宮本裕次氏（大阪城天守閣研究副主幹）

関連イベント

【主　催】 大阪市立美術館、公益財団法人大阪市博物館協会、
　　　　 ＮＨＫ大阪放送局、ＮＨＫプラネット近畿、読売新聞社
【協　賛】 関西アーバン銀行、住友生命、非破壊検査

 　　　　　作品名称 　　　　　　付帯事項 員数 　　　時代（世紀） 　　　　所蔵者 　　コレクション名、寄贈者 展示

 1 国宝　油滴天目茶碗　 建窯､豊臣秀次所持 １口 南宋時代〔12～13世紀〕 大阪市立東洋陶磁美術館 住友グループ寄贈（安宅コレクション） 

 2 国宝　飛青磁　花生 龍泉窯、鴻池家伝来 １口 元時代〔14世紀〕 大阪市立東洋陶磁美術館 住友グループ寄贈（安宅コレクション） 

 3 花卉図冊 惲寿平 １冊 清時代〔17世紀〕 大阪市立美術館 阿部コレクション 

 4 青銅鍍金銀　仙人  １躯 後漢時代〔１世紀〕 大阪市立美術館 山口コレクション 

 5 石造　如来坐像頭部 龍門石窟敬善寺洞将来 １点 唐時代〔７世紀〕 大阪市立美術館 小野コレクション 

 6 重要文化財　青磁象嵌　童子宝相華唐草文水注  １口 高麗時代（12～13世紀〕 大阪市立東洋陶磁美術館 住友グループ寄贈（安宅コレクション） 

 7 青花辰砂　蓮花文壷 広州官窯（分院里窯）、浅川伯教旧蔵 １口 朝鮮時代〔18世紀〕 大阪市立東洋陶磁美術館 安宅英一氏寄贈 

 8 富士御神火文黒黄羅紗陣羽織 豊臣秀吉所用 １領 桃山時代〔16世紀〕 大阪城天守閣  

 9 柳橋水車図（部分） 長谷川宗也 ６曲１双 桃山～江戸時代〔17世紀〕 大阪歴史博物館 前田コレクション 

10 重要文化財　円形図案集より鹿図 尾形光琳、小西家伝来 １帖33図 江戸時代〔18世紀〕 大阪市立美術館 武藤金太氏寄贈 

11 重要文化財　潮干狩図 葛飾北斎 １幅 江戸時代〔19世紀〕 大阪市立美術館 中島小一郎氏寄贈 

12 大阪市指定文化財　煉瓦焼 佐伯祐三 １面 昭和３年（1928） 大阪新美術館建設準備室 山本發次郎コレクション 

※いずれも会場は大阪市立美術館講演会室。定員150名。当日13時から整理券を配布します。（先着順）
※聴講は無料ですが、当日特別展へご入館いただいた方に限ります。
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INFORMATION

美 術 館美 術 館 〒543-0063　大阪市天王寺区茶臼山町1-82（天王寺公園内）

http://www.osaka-art-museum.jp/ホームページ
06-6771-4874電話 06-6771-4856FAX

月曜日（ただし、１１月４日は開館、翌５日は休館）休館日

午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで）　開館時間

特別展
「再発見！大阪の至宝
－コレクターたちが愛したたからもの－」観覧料
一般1,200（1,000）円、高大生1,000（800）円
※（　）内は、前売り・20名以上の団体料金
※中学生以下、障がい者手帳等をお持ちの方（要証明）は無料

入館料

■大阪市営地下鉄御堂筋線・谷町線・ＪＲ／天王寺駅、
　近鉄／大阪阿部野橋駅、阪堺電車／天王寺駅前、
　大阪市営バス／あべの橋口停留所 
　…下車・徒歩約10～20分Osaka City Museum of Fine Arts
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※大阪市立平野区民センター１階に、長原45号墳と150号墳の武人埴輪を展示します
　展示期間／2013年9月10日（火）～2013年12月20日（金）　開館時間／9：30～21：00　休館日／年末年始

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所 
古墳時代の武人埴輪（平野区長原古墳群出土）
平野区長原古墳群の45号墳（5世紀前葉）から見つかった武人埴輪です。埴輪の表現は精緻で、顔
には入れ墨ないし彩色の表現があるほか、頭をおおう野球帽のような「眉庇付冑（まびさしつきか
ぶと）」、胴を守る三角形の板をつないだ「短甲（たんこう）」、腰の「草摺（くさずり）」、肩を守る「肩甲
（かたよろい）」など、鉄や革で作られた当時最新の実物甲冑（かっちゅう）をよく模しています。
長原古墳群は古墳が200基以上見つかっています。多くは5世紀代の小さな方墳ですが、大王陵が
築かれた古市古墳群に近く、付近の集落跡からは朝鮮半島の土器もたくさん見つかることから、海
外の最新技術をたずさえて倭（わ）王権を支えた人たちの墓だったのでしょう。　　 　　　 

 （大阪文化財研究所 事業企画課長 清水 和明）

長原45号墳の武人埴輪

〒547-0011 大阪市平野区長吉出戸5-3-58所在地大阪市立平野区民センター
FAX 06-6704-1421 アクセス  地下鉄谷町線「出戸」下車 4号出口から東へ300ｍ

06-6704-1200TEL

大阪文化財研究所 〒540-0006 大阪市中央区法円坂1-1-35アネックスパル法円坂6階所在地
FAX 06-6920-2272 ホームページ http://www.occpa.or.jp/06-6943-6833TEL 13




